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株主のみなさまへ

　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。また、新型コロナウイルスによる感染症の被害に遭われた方々に
対し、心よりお見舞いを申し上げるとともに、医療関係者をはじめ、社会生活の維持などにご尽力いただいている方々
に心より敬意を表し、感謝申し上げます。
　ここに第122期（自 2021年4月1日　至 2022年3月31日）の報告書をお届けするにあたりまして、ご挨拶申しあ
げます。
　当社は、パーパス（存在意義）を「イノベーションによって社会に信頼をもたらし、世界をより持続可能にしていく
こと」と定め、すべての事業活動をこのパーパス実現のための活動として取り組んでおります。
　当社グループは、2021年10月、サステナブルな世界の実現に向け、社会課題を起点にお客様と共に解決に取り組み
ながら成長していくための新たな事業ブランド「Fujitsu Uvance（フジツウ ユーバンス）」を発表しました。本事業
ブランドのもと、パーパスの実現を目指し注力していく事業は、2030年の社会を想定して社会課題を解決するクロス
インダストリーの4分野（Vertical Areas）と、それらを⽀える3つのテクノロジー基盤（Horizontal Areas）の7つ
の重点注力分野（Key Focus Areas）から構成されます。この7つの分野に、中長期的に経営リソースを集中させ、ビ
ジネス変⾰と持続可能な社会の実現の両⽴に取り組んでいきます。
　また、当社グループ自らのDXとして、全社DXプロジェクト「フジトラ」を推進しております。データドリブン経営
の実現に向けてプロセスやシステムを刷新する「One Fujitsu」プログラムや「Work Life Shift」など、人員、体制の
強化も含めた社内変⾰に取り組んでおります。加えて、パーパス実現のためには、当社グループを取り巻くすべてのス
テークホルダーとの信頼関係を築くことが必要であり、非財務面での取り組みも強化してまいります。
　これらの取り組みは、富士通グループのさらなる成長につながるものであると確信しており、今後も継続していく所
存です。

代表取締役社長

　当期の業績については、DX企業への変⾰を加速するための人材施策の
実行等の特殊事項の影響を受け、前期に比べて減益となりましたが、特殊
事項を除いた本業は増益となりました。当期の業績の詳細につきまして
は、当報告書の3頁をご覧ください。
　こうした実績や財務状況、今後の経営環境等を踏まえ、当期の年間配当
については、2021年4月に公表した計画のとおり220円とさせていただき
ます。6期連続の増配であり、前期の年間配当から20円の増配となりま
す。
　2022年度も引き続き、パーパスの実現および経営方針の達成に向け、
お客様にご提供する価値の創造と自らの変⾰をより一層推進していく所存
です。そして当社のキャピタルアロケーションポリシーのもと、今後も安
定的な配当に加え、資本効率も意識した自己株式の取得を積極的に行い、
総還元額の拡大を継続してまいります。
　株主のみなさまにおかれましては、なにとぞ倍旧のご指導、ご⽀援を賜
りますようお願い申しあげます。

2022年6月

　

株主のみなさまへ

（注）「Fujitsu Uvance」：“あらゆる（Universal）ものをサステナブルな方向に前進（Advance）させる”という2つの言葉を重ね合わせた、当社の
　　　  新事業ブランドの名称。
（注）「全社DXプロジェクト「フジトラ」」：デジタル時代の競争力強化を目的として、製品やサービス、ビジネスモデルに加えて、業務プロセスや

組織、企業文化・風土を変⾰するプロジェクト。
（注）「Work Life Shift」：ニューノーマルな環境においても、これまで以上に高い生産性を発揮し、イノベーションを創出し続けるための新しい働き

方。
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